
被験者を募ってエリンギを含む食事を食べていただき、便中IgA量を測定することによって

腸管でのIgA分泌に変化が生じるか検討しました。

エリンギエリンギエリンギエリンギ摂取摂取摂取摂取によるによるによるによる腸管腸管腸管腸管IgAIgAIgAIgA分泌促進作用分泌促進作用分泌促進作用分泌促進作用

エリンギエリンギエリンギエリンギをををを食食食食べてべてべてべて２２２２週間後週間後週間後週間後にににに７７７７割割割割のののの被験者被験者被験者被験者ででででIgAIgAIgAIgAがががが増加増加増加増加しましたしましたしましたしました。。。。

【被験者】 男性9名、女性7名、計16名 (平均年齢37.3歳)

【きのこ摂取】 エリンギ100gを1日の食事の中でお好みの調理方法で2週間食べていただきました。

【IgAの測定】 摂取前と摂取2週後に便を採取し、便中IgA量をELISA法で測定しました。

免疫免疫免疫免疫グロブリングロブリングロブリングロブリンAAAA（（（（IgAIgAIgAIgA））））とはとはとはとは

エリンギエリンギエリンギエリンギをををを食食食食べることでべることでべることでべることで花粉症花粉症花粉症花粉症のののの軽減軽減軽減軽減やややや風邪風邪風邪風邪のののの予防予防予防予防がががが期待期待期待期待されますされますされますされます。。。。

当社当社当社当社でのでのでのでの試験試験試験試験によりによりによりにより、、、、エリンギエリンギエリンギエリンギをををを食食食食べたべたべたべたヒトヒトヒトヒトでででで腸管腸管腸管腸管でのでのでのでの免疫免疫免疫免疫グロブリングロブリングロブリングロブリンAAAA（（（（IgAIgAIgAIgA））））

がががが増加増加増加増加することがわかりましたすることがわかりましたすることがわかりましたすることがわかりました。。。。
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アレルゲンをブロック！

IgAは、消化管や呼吸器の粘膜において

病原微生物やウィルスなどに結合して体内へ

の侵入を阻止します。また、アレルギーの原因

物質（アレルゲン）に結合して体内への吸収を

阻止します。

したがって、IgA分泌が促進されると花粉症

などのアレルギー反応を予防する効果が期待

できます。
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